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■ 

中
世
に
羊
毛
取
引
で
栄
え
た
、
英
国
で
も

屈
指
の
人
気
を
誇
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
、

コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
。
３
回
に
わ
た
っ
て
同
地

方
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
村
々
を
紹
介
す
る
夏
の

大
特
集
の
２
回
目
は
、
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
北

部
の
村
、
チ
ッ
ピ
ン
グ
・
カ
ム
デ
ン
を
征
く
。

　
「
王
冠
に
飾
ら
れ
た
宝
石
（the Jew

el in 
the Crow

n

）」
と
呼
ば
れ
る
、
チ
ッ
ピ
ン

グ
・
カ
ム
デ
ン
。「
も
っ
と
も
素
晴
ら
し
い
、

価
値
の
あ
る
も
の
」「
見
逃
せ
な
い
目
玉
」
と

い
っ
た
意
味
の
英
語
独
特
の
表
現
で
讃
え
ら

れ
る
こ
の
村
は
、
13
〜
14
世
紀
に
羊
毛
取
引

で
栄
え
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
だ
。

　
「
チ
ッ
ピ
ン
グ
（Chipping

）」
と
は
古

英
語
で
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
表
し
、
コ
ッ
ツ

ウ
ォ
ル
ズ
に
は
チ
ッ
ピ
ン
グ
・
ノ
ー
ト
ン
、

チ
ッ
ピ
ン
グ
・
サ
ド
ベ
リ
ー
な
ど
、
同
名
を

冠
す
る
村
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、「
カ
ム

デ
ン
（Cam

pden

）」
は
「
耕
作
地
や
田
畑

の
あ
る
谷
間
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
チ
ッ
ピ

ン
グ
・
カ
ム
デ
ン
は
数
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

タ
ウ
ン
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
羊
毛

取
引
市
場
と
し
て
発
展
し
、
中
世
時
代
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
そ
の
名
を
馳
せ
て
い
た
。

　

こ
の
村
の
特
徴
は
、
繁
栄
し
て
い
た
当
時

の
面
影
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

村
は
ず
れ
に
は
、
羊
毛
で
財
を
成
し
た
裕
福

な
商
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
た
「
茅
葺
き
屋

根
」
と
「
は
ち
み
つ
色
の
石
壁
」
を
持
つ

家
々
が
、
今
も
変
わ
ら
ず
に
建
ち
並
ん
で
い

る
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
バ
ラ
な
ど
の
花
々
が
咲

チッピング・
    カムデンを征く

「王冠の中の宝石」と称えられた村

●征くシリーズ●取材・執筆・写真／本誌編集部

村のはずれには、コッツウォルズ地方の伝統的な茅葺き屋根と、
はちみつ色の石壁を持つ家々が並ぶ。
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き
乱
れ
る
玄
関
先
、
整
え
ら
れ
た
生
垣
や
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
を
眺
め
て
い
る
と
、

絵
本
や
童
話
の
中
に
紛
れ
込
ん
だ
か
の
よ
う

に
錯
覚
し
て
し
ま
う
。
車
で
訪
れ
た
場
合
は
、

ぜ
ひ
村
の
中
心
部
か
ら
少
々
離
れ
た
場
所
に

停
車
し
、
ハ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
ま
で
の
ん
び
り

と
散
策
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

ハ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
10
分
ほ
ど
で
辿

り
着
く
。
個
性
豊
か
な
雑
貨
、
可
愛
ら
し
い

食
器
な
ど
を
扱
う
シ
ョ
ッ
プ
が
軒
を
連
ね
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
だ
け

で
も
瞬
く
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。
そ
し

て
、
こ
の
大
通
り
の
中
央
付
近
に
建
つ
の
が
、

１
６
２
７
年
に
建
造
さ
れ
た
町
の
シ
ン
ボ
ル

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
」。
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー

と
い
っ
た
乳
製
品
を
販
売
す
る
屋
根
つ
き
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、
地
元
住
人
た
ち
で
賑

わ
っ
た
場
所
だ
。
ホ
ー
ル
の
中
に
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
屋
根
を
支
え
る
太
い
木
柱
と
縦

横
無
尽
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
梁
に
圧
倒
さ
れ

る
。
足
元
は
４
０
０
年
前
の
敷
石
で
覆
わ

れ
、
ア
ー
チ
型
の
石
の
列
柱
を
通
し
て
見
る

は
ち
み
つ
色
の
家
並
み
は
、
中
世
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

当
時
の
喧
騒
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
ハ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い
に
は
チ
ッ

ピ
ン
グ
・
カ
ム
デ
ン
で
一
番
古
い
住
宅
「
グ

レ
ヴ
ェ
ル
・
ハ
ウ
ス
（Grevel H

ouse

）」

も
残
っ
て
い
る
（
非
公
開
）。
羊
毛
業
で
大
成

功
を
収
め
た
豪
商
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
レ
ヴ
ェ

ル
が
１
３
８
０
年
に
建
て
た
家
で
、
完
成
当

初
、
初
め
て
実
際
の
煙
突
を
備
え
た
家
と
し

て
村
で
評
判
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
住
宅

を
通
り
過
ぎ
て
右
手
の
小
道
を
進
ん
で
い
く

と
、
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
教
会
の
優
美
な

鐘
楼
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
教
会
は
、
チ
ッ

ピ
ン
グ
・
カ
ム
デ
ン
に
住
む
羊
毛
業
者
た
ち

の
献
金
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の
。
素
朴

な
教
会
で
あ
る
が
、
現
在
も
「
村
の
守
り
神
」

と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

教
会
の
手
前
に
あ
る
12
軒
の
家
が
連
な
る
タ

ウ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
か
つ
て
村
の
領
主
や
豪
商

た
ち
の
護
衛
兵
用
住
居
だ
っ
た
。

　

羊
毛
の
生
産
や
取
引
で
栄
え
た
コ
ッ
ツ

ウ
ォ
ル
ズ
。
職
人
で
は
な
く
羊
毛
産
業
で
富

を
蓄
え
た
商
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
チ
ッ

ピ
ン
グ
・
カ
ム
デ
ン
は
、
６
０
０
年
以
上

経
っ
た
今
も
「
王
冠
に
飾
ら
れ
た
宝
石
」
の

輝
き
を
放
ち
続
け
て
い
る
。

ハイストリートの中央付近に建つ、1627 年に完成したマーケットホール（手前）。ハイストリートの中央付近に建つ、1627 年に完成したマーケットホール（手前）。
貴重な歴史的建造物を後世に残すため、ナショナル・トラストが維持・管理している。貴重な歴史的建造物を後世に残すため、ナショナル・トラストが維持・管理している。

ハイストリート沿いにある、16 世紀に建てられたコーチング・ハイストリート沿いにある、16 世紀に建てられたコーチング・
イン「Lygon Arms」の裏手のテラスでランチタイムを楽しむ。イン「Lygon Arms」の裏手のテラスでランチタイムを楽しむ。

チッピング・カムデンには、かつて多くの富豪が暮らしていたことから、専任の護衛も雇われていた。チッピング・カムデンには、かつて多くの富豪が暮らしていたことから、専任の護衛も雇われていた。
左端の建物は、その護衛兵用の住居だったタウンハウス。奥に見えるのは、セント・ジェームズ教会の鐘楼。左端の建物は、その護衛兵用の住居だったタウンハウス。奥に見えるのは、セント・ジェームズ教会の鐘楼。

ハイストリート沿いには様々な雑貨店などが軒をハイストリート沿いには様々な雑貨店などが軒を
連ねており、ウィンドウ・ショッピングも楽しい。連ねており、ウィンドウ・ショッピングも楽しい。
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Chipping Campden
チッピング・カムデン

2023 年８月 22 日現在  

　チッピング・カムデンから B4081 を南下
し、隣の村ブロードウェイ方面へ 10 分ほ
ど車を走らせた小高い丘の上に、「塔」が
たたずんでいる。この高さ約 20 メートルの

「ブロードウェイ・タワー」からは、ブロー
ドウェイの村やイーヴシャム渓谷を見下ろす
ことができる。
　この塔は 18 世紀後半、有事の際に狼煙

（のろし）をあげて村へ合図を送る「伝達
塔」（Beacon）として建造されたもの。塔
の中には３フロアあり、村や塔の歴史のほ
か、ウィリアム・モリス関連資料などが展
示されている。天気のよい日には、最上階
の展望台からウェールズの山々も見えるとい
う。

Middle Hill, Broadway WR12 7LB
https://broadwaytower.co.uk
入場料：￡14（駐車場料金込み）

塔の上部にユニークな顔の彫刻を発見！（写真左）／ショップが併設されたカフェ・レストラン（同右）では、
アフタヌーンティーも提供されている。

  ロンドンから車
M40 でオックスフォード方面へ向かい、ジャンクション８で A40
を出る。その後、A44 へと進む。Chipping Norton、Moreton-in-
Marsh を通過し、A44 をさらに北上。右折して B4081 に入る。ロ
ンドンから約２時間。

 ロンドンから公共交通機関
London Paddington 駅から電車に乗り、Moreton-in-Marsh 駅で下
車（所要１時間半ほど）。バス１番で約 45 分、２番で約 35 分（と
もに Stratford-upon-Avon 行き）。

コッツウォルズ

ロンドン

オックスフォード

ブリストル

イーヴシャム渓谷を一望できる！
Broadway Tower

タワーの周囲は、200 エーカーもの Deer Park が広がっ
ている。ここでピクニックもできる。

チッピング・カムデンチッピング・カムデン
Chipping CampdenChipping Campden

モートン・モートン・
イン・マーシュイン・マーシュ

Moreton-in-MarshMoreton-in-Marsh

ストウ・オン・ストウ・オン・
ザ・ウォルドザ・ウォルド

Stow-on-the-WoldStow-on-the-Wold

チッピング・チッピング・
ノートンノートン

Chipping NortonChipping Norton

A44

A44

A429

A429A424

B4081


